
 

第 42 回情報交流の会 実施報告書（ＨＰ） 

開 催 日 時 2020 年 11 月 07 日(土) 13:30-17:00 

名 称 ・ 主 催 第 42 回 情報交流の会 ・ （公社）日本技術士会 神奈川県支部 

開 催 場 所 Web 開催 (リアル会場のないリモート開催) 

行 事 内 容 

・延期していた第 42 回情報交流の会を Zoom による遠隔[在宅]開催した。 

・[1 部]支部長挨拶、9 回年次大会、各委員会から活動報告と計画に関する報告、[2 部]

会員による CPD 講演 3 件、[3 部]リモート交流会、新入会員から一言挨拶。 

参 加 人 数 参加者 44 名（正 42, 準 2｜視聴者 41, 講師 3） 

概 要 

＜第 42 回情報交流の会＞（司会：小原委員 Zoon 遠隔の注意事項が丁寧に説明された。）・ 

・清水支部長挨拶：新合格者・新入会者への祝辞、Zoom 顔合せがあった。技術士の責務、心構え、神奈川

県支部の役割などが説明された。。 

・支部活動報告・活動予定のお知らせ 

>松田総務委員長：コロナ禍により久しぶりの情報交流の会となった。7/21 に 9 回年次大会を、三密を避

け横浜市開港記念会館講堂で開催した。2019 年度は CPD 活動などの行事等開催数は 38 回に達したが台風

やコロナで中止も 7 件あり、財務への影響も少なくない。 

>藤井技術士活性化委員長：11/12 26 回テクノセミナー(パワエレ)、12/19 2020 年度技術士開業および業

務開拓のための研修会の紹介があった。 

>司会小原委員：11/28 92-CPD 講座 (人獣感染症、薬剤耐性菌), 12/12 93-CPD 講座 (化学物質による爆

発, 環境リスク)の紹介。支部 HP を参考に、CPD 行事に参加し、自己研鑽の継続を願う。 

・会員による CPD 講演 

 >(1)山寺 哲二氏 (経営工学)｜「改善活動の生産性向上への活かし方」 

・東芝で技術管理担当などを歴任後。2017 年㈱イクスルマネジメント設立。中小企業診断士  

・事業経営では生産性向上, 時間外労働規制, 正規/非正規格差是正, リモートなどの流れ。 

・効果の確認：1 回 3 分, 1 日 10 回のもの探しは年間 15 日の時短と同等・・・生産性向上につなげる 

>(2)大野 正智氏(農業)｜「太陽光利用型植物工場における統合環境制御の現状と課題」 

・ネタフィムジャパン社の太陽光型植物工場（オランダ式大型ガラス温室）は、光、温・湿度、CO2、養

分を制御し、作物の高効率大量生産でき、1ha 以上の大規模施設である事が多い。ブランド化、ドリップ

灌水で水利用効率 90%以上、無菌培地、養水再利用、紫外線殺菌、無廃液で環境負荷低減が可能である。 

・宮城県 次世代施設園芸技術習得支援事業 環境制御技術者育成研修会を開催し普及に努めている。 

 >(3)前田 優美子氏(経営工学, 総監)｜「専業主婦から技術士へ」 

・教育学部（物理）→東芝で燃料電池など技術営業、工学系主の環境で少し引け目あった。 

・結婚・出産、産休・育休後は短時間勤務制度で家事、育児、仕事に奮闘。 

しかし「小１の壁」に直面し退職。専業主婦になり、子に接する貴重な時間を得た。 

・ほどなく、東芝の招きに応じ再就職。スタッフ業務に着いたが自身の成長は？ 技術部へ異動と前後し、

社内先輩技術士から受験勧誘。技術士取得でエンジニアに戻り、水力発電業務のリーダへ。 

・自社の不祥事で会社沈滞。技術士を増やし会社を強化したい。技術営業の技術者としての証にもなる。 
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